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大神からつながる




　東海道新幹線が東西に横断し、国道129号が南北に走る大神地区。田畑が広がるツインシティ大神地区予定地では、平成27年12月から造成工事が始まり、これから大きく姿を変えようとしています。詳しくは特集ページへ。





未来を切り開く ツインシティ大神地区



　平塚市の「北の核」としてまちづくりを進めるツインシティ大神地区。平成27年12月に着工し、完成すると人口の増加や経済波及効果などが期待されています。

問：都市整備課　電話：0463-21-8783
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「JR平塚駅を中心とした南の核に加え、北の核として新たなまちづくりを進めています」と都市整備課の廣永倫明（ひろながみちあき）主査は話します。

　ツインシティは東海道新幹線新駅を誘致している寒川町倉見地区と、相模川対岸の平塚市大神地区を（仮称）ツインシティ橋で結び、川の東西両地区を一体とした新たなまちです。平成9年11月に構想が始まり、14年4月からは「ツインシティ整備計画」を策定し、県・市、地元住民、地権者らが協働してまちづくりを進めています。27年8月に都市計画決定され、平塚市ツインシティ大神地区土地区画整理組合（3面左下囲み）のもと、土地区画整理事業が本格的に始まりました（「土地区画整理事業って何？」を参照）。


[image: 工事現場の確認をする廣永主査と那須主任]

工事現場の確認をする廣永主査（右）と那須主任




特色を生かしたまちに

　ツインシティ大神地区は省エネルギーを推進するなど環境に配慮したまちとして計画し、産業系ゾーン・住居系ゾーン・複合系ゾーンなどの区域に分けています。

　「用途別に整理したまち並みを形成することで、利便性や環境面、景観面で優れたまちとなり、土地区画整理事業の効果を最大限に発揮できるのです」と廣永主査は説明します。

　市は国や県とともに組合に補助金を交付するなど、財政面での支援もします。「技術面でも市には道路や下水道などのインフラ整備のノウハウがあります。各課と連携しながら事業が円滑に進むよう支援していきます」と廣永主査は話します。

　今後、道路や公園などの公共施設や企業の立地、相模小学校や住宅の建設が進むツインシティ大神地区。「富士山の眺望、緑豊かな美しい景観など環境に配慮したまちづくりや、周辺の農用地との連携など、ほかにはない大神地区としての特色を打ち出していく計画です」と廣永主査は続けます。総事業費約220億円のツインシティ大神地区土地区画整理事業は、平成42年3月の完成を目指しています。




高まる交通の利便性


　「市民にとってこれまで鉄道で都心部に行くにはJR平塚駅や小田急線の各駅に向かう必要がありました。しかし、新幹線新駅ができれば、より速い都心への通勤・通学経路が誕生します」と廣永主査は話します。

　県は全国との交流・連携の窓口として、東海道新幹線新駅を誘致している倉見地区と大神地区を南のゲートに、リニア中央新幹線の県内駅を設置する相模原市の橋本駅周辺を北のゲートに位置付けています。品川～名古屋の約286キロメートルを約40分、品川～大阪の約438キロメートルを67分で結ぶリニア。平成27年8月に本格的に着工し、39年に品川～名古屋の開業を予定しています。

　新幹線新駅を誘致するための課題は現在のダイヤに余裕がないこと。リニアが開業すれば、現在の新幹線のぞみの役割を一部担います。新幹線のダイヤに余裕が生まれることで、新駅設置の可能性が高まります。
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道をつなげて時間短縮

　ツインシティ大神地区は南北に国道129号が通るほか、東に首都圏中央連絡自動車道（圏央道）、北に新東名高速道路が通ります。昨年3月に圏央道の一部、さがみ縦貫道の寒川北インターチェンジ（IC）～海老名ジャンクション（JCT）の区間が開通し、東北自動車道・関越自動車道・中央自動車道・東名高速道路が圏央道でつながりました。圏央道寒川北ICから東名高速道路の海老名JCTまでは約4分、中央自動車道の八王子JCTまでは約27分、関越自動車道の鶴ケ島JCTまでは約57分になりました。

　また、新東名高速道路の厚木南IC～海老名南JCTは、平成28年度の開通に向けて工事を進めています。開通すれば、大神周辺から新東名を経由して圏央道に乗り、短時間で東北道・関越道・中央道とつながります。

　大神地区と倉見地区を結ぶツインシティ橋は、10年後の開通が予定されています。ツインシティ橋が完成すれば、大神地区から圏央道寒川北ICまで約1.5キロメートルとなり、さらに藤沢市北部へもつながるなど、交通の利便性が高まります。大神を抜け伊勢原市へつなぐ伊勢原大神軸や、市内中心部と国道246号を結ぶ平塚愛甲石田軸の整備を平塚市は県に求めています。「市民の皆さんのレジャーはもちろん、物流に係る時間が短縮されるので、市の産業活性化につながります」と廣永主査は力を込めます。北関東へのアクセス向上と同時に、国道129号の平塚～厚木の交通量減少で渋滞の緩和が期待されます。





約6250億円の効果


　「居住人口は3300人、従業人口は6000人の見込みです」とツインシティ大神地区が企業誘致により雇用促進、人口増加につながると話す都市整備課の那須隆弥（たかひろ）主任。

　平塚市の人口は平成22年11月の26万863人をピークに減少し、平成52年には、約22万6000人になると推測されています。人口が減少すれば、労働力の低下などに伴う、市場の縮小で、地域経済が衰退します。また、高齢化の進展で医療費などが増大します。行財政へ悪影響を及ぼすだけでなく、地域交流の減退を引き起こし、地域コミュニティーの希薄化につながります。

　「ツインシティ大神地区のまちづくりでは経済波及効果として事業完了後10年間の累計で約6250億円を見込んでいます」と那須主任は話します。

　市民税や固定資産税などの増加額は約150億円、住宅や事業所などの建設に伴う建設効果が約1480億円、事業所などの生産活動に伴う操業効果が約4620億円を見込んでいます。

　「一時的に事業に伴う支出が増えますが、中長期的には雇用や税収の増加により、市民サービスに還元されるというメリットがあります」と話す那須主任。ツインシティ大神地区は「選ばれるまち平塚」の商業面・産業面をけん引していくまちづくりとして期待されています。




土地区画整理事業って何？


　土地区画整理事業では、土地の再配置や道路・水路・公園などの公共施設の整備を計画的に進めることによって、使いやすいまちづくりを目指しています。

　ツインシティ大神地区の場合、従来の土地利用は原則、住宅などを建てることができない市街化調整区域で、約70パーセントが田畑でしたが、市街化区域への編入と土地区画整理事業を進めていきます。土地区画整理組合に対し、国や県とともに市は補助金を交付するほか、向上する資産価値の一部を道路・公園用地や組合の造成工事などの事業費に充当するための保留地として地権者が負担します。

　近隣市の類似例としては、海老名駅西口地区で土地区画整理事業が行われ、大型商業施設や多くの住宅が建設されました。
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ツインシティ大神地区 イメージ図


　ツインシティ大神地区は総合公園およそ二つ分に当たる68.8ヘクタールの土地を、生産・物流施設が集約する産業系ゾーン、低中層集合住宅などが並ぶ住居系ゾーン、商業施設や業務施設が立地する複合系ゾーンなど、それぞれの用途に合わせた区域に分けています。産業系ゾーンには大和ハウス工業、三井不動産の物流系施設、複合系ゾーンにはイオンモールの進出が予定されています。

[image: ツインシティ大神地区 イメージ図]





一体となって一刻も早い完成を


　「早期の完成を目指し、地域住民をはじめ市民にツインシティができて良かったと思われるまちをつくりたいですね」と話すのは事業施行者「平塚市ツインシティ大神地区土地区画整理組合」の青木修理事長。組合の前身となる準備会からツインシティ計画を進め、平成27年9月に行われた第1回理事会で理事長に選出。土地区画整理事業を進めていきます。

　「地権者はそれぞれ土地への愛着がありますから。ツインシティ計画の賛同を得るには時間が掛かりました」とこれまでの苦労を語ります。

　大神地区では農業者の高齢化が進み、後継者不足の問題に直面する中で、青木さんら組合は地権者が集まる会合や戸別訪問で、土地の有効活用を説いてきました。「何十回と訪問したお宅も多くありましたよ。区画整理の減歩率やツインシティの効果など具体的な数字を出してご理解いただきました」と苦労を振り返ります。

　ツインシティは環境共生都市として、緑化に取り組んだり、太陽光パネルを使って電力を補ったりして、環境負荷の少ないまちづくりを目指しています。「環境共生といっても幅広い。自然の緑を生かすだけでなく、省エネルギーを活用したまちをつくっていきたいですね」と方向性を示します。

　また、ツインシティは環境共生などの理念に賛同した企業を誘致しています。誘致した企業は、地元小学校の課外授業の受け入れ先としても協議しています。災害時には物資の供給や避難ビルとして活用できるように企業と災害対策も進めています。「避難ビルとしての活用は、高地が少ない大神地区にとって大きなメリットになります」と青木理事長は話します。

　ツインシティ計画は都市計画が決定し、今後は本格的な土地区画整理事業の工事が進んでいきます。「これから事業を進めていく上で、さまざまな問題が出てきます。長期事業なので県・市・地権者が一体となり、協力することが大事です」と意気込みます。


[image: 青木理事長]

「土地区画整理事業は100パーセントの地権者に賛同、協力してもらうことが重要」と話す青木理事長



応募方法



■募：応募方法（応募が必要です）　問：問い合わせ


■必要事項とある場合、郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・電話番号をご記入ください。


■市役所への郵便物は、〒254-8686平塚市役所○○課で届きます。


■募集開始日の記載がない場合、1月18日（月）午前8時30分から受け付けます。


■メールの応募の場合　@以下にcity.hiratsuka.kanagawa.jpを付けてください。



[image: 記入例と市役所へのマップ]





募集


応募方法の詳細は「応募方法」ページへ



博物館協議会の委員


　1人（選考）。5月1日から2年間。

　次の条件を全て満たす方①市内に1年以上在住で、5月1日現在、高校生を除く18～75歳②平日に年3回程度開く協議会に出席できる③市の他の付属機関の委員でない、など。

募：博物館や公民館などにある申込書を、郵送または直接、2月12日（金）までに、〒254-0041浅間町12-41博物館　電話：0463-33-5111へ。






高校などの修学支援生


　高校などに進学する生徒を経済的に支援します。月額7000円以内。

　40人（選考）。次の条件を全て満たす方①市内在住②中学校を卒業または中等教育学校前期課程を修了し、今年高校などに進学③経済的な支援が必要④学業成績と品行が良い⑤教育委員会が定めるもの以外の返還義務のない奨学金を受けていない⑥生活保護法第17条第2号の生業扶助の支給を受けていない。

募：2月5日（金）までに、市立中学校の生徒は在籍中学校にある申請書を、同校へ。市立中学校以外の生徒は豊原分庁舎1号館1階の教育総務課　電話：0463-35-8118にある申請書を、直接、同課へ。






一眼レフカメラ初心者講習

　2月13日・20日の土曜日、全2回、午前9時30分～午後4時（20日は正午まで）。中央公民館。市内在住でデジタル一眼レフカメラをお持ちの方16人（抽選）。デジタル一眼レフカメラ・取扱説明書など。

募：必要事項・お持ちのカメラのメーカー・機種を、はがき・メールまたは直接、1月31日（日）までに、〒254
- 0047追分1-20中央公民館　電話：0463-34-2111　メール： chuo-k@へ。





再生家具を提供します


　粗大ごみから再生可能な家具を修理・再生して、提供します。50個程度（抽選）。1人1点。修理費用程度を負担。

募：2月1日（月）～8日（月）、午前9時～午後4時（8日は正午まで）に、四之宮7-3-5リサイクルプラザ　電話：0463-51-5301で現物を確認して、申込書を直接、同プラザへ。





美術館で楽しもう


　美術館。抽選。

①ミュージアムコンサート

2月13日（ 土）午後2時～3時。150人。

②0歳からの鑑賞ツアー（次写真）

　赤ちゃんと一緒に作品を鑑賞しましょう。27日（土）午後2時～3時。0～24カ月児と保護者15組30人。

募：①は人数・代表者の必要事項を、往復はがき（1枚で2人まで）で、1月28日（木）までに②は講座名・開催日時・参加者全員の必要事項・年齢・子どもの月齢・ファクス番号・メールアドレスを、はがき・ファクス・メールで、21日（木）～2月11日（祝）に、〒254-0073西八幡1-3-3美術館　電話：0463-35-2111　FAX：35-2741　メール：art-muse@へ。メールは件名を「ワークショップ応募」に。


[image: 0歳からの鑑賞ツアー]

赤ちゃんの反応を解説します




応急手当の講習会


　勤労会館。先着順。

　①応急手当普及員　2月3日（水）～5日（金）、全3回、午前9時～午後5時。普通救命講習を受講したことのある、市内在住・在勤の方ら30人。4937円②応急手当普及員の再講習　2日（火）午前9時～正午。応急手当普及員の資格を取得した日から3年程度の方20人。テキスト。

募：電話で、1月15日（金）から、消防救急課　電話：0463-21-9729へ。






働き方を見直そう


　部下や従業員が、仕事と育児を両立できる環境をつくるために、経営者や管理職ができることを考えませんか。企業で女性が活躍するための取り組みの講演もします。

　1月27日（水）午前10時～正午。青少年会館。市内事業所の経営者や管理職、市内在住・在勤・在学の方100人（先着順）。
募：「イクボス講演会申し込み」・必要事項を、はがき・ファクス・メールで、人権・男女共同参画課　電話：0463-21-9861FAX：21-9736メール：danjo@へ。市ウェブからも応募できます。






就職面接会の直前セミナー


　2月15日（月）に開く企業合同就職面接会の対策をします。

　午前9時～午後4時。勤労会館。市内在住・在勤・在学の求職者、各30人（先着順）。

　①2月1日（月）。高校生以下を除く39歳以下の方②12日（金）。40歳以上の方。

募：電話で、産業振興課　電話：0463-21-9758へ。







ひらつか市民活動ファンド


　市内で活動する市民活動団体を助成金で支援します。入門コース10万円以内・発展コース50万円以内。

応募説明会　1月15日（金）午後2時～3時30分と午後6時～7時30分、22日（金）午後6時～7時30分。市民活動センター。

募：市民活動センターや市ウェブなどにある助成申請書を、事前に連絡をして直接、1月22日（金）～2月22日（月）に、市民活動センター　電話：0463-21-7534へ。





囲碁の級位認定大会


　3月6日（日）午前9時15分受け付け開始。勤労会館。県内在住の級位者。2500円、高校生以下1200円。

募：必要事項・年齢・現在の級位を、往復はがきで、2月19日（金）までに、〒254-0045見附町15-1まちづくり財団文化事業課　電話：0463-32-2237へ。




平塚の逸品が集合


[image: 動画を見る]



　平塚逸品研究会が1年掛けて磨きあげた、自慢の品を紹介します。

　市民プラザ。

お披露目会（次写真）　2月4日（木）午後2時～4時。

逸品フェア　体験や販売などをします。5日（金）～7日（日）午前10時30分～午後4時。

問：平塚商工会議所　電話：0463-22-2511

[image: 平塚の逸品が集合]







市県民税・所得税の確定申告は3月15日（火）までに



　申告期間の初日や月曜日は窓口が混雑します。市役所の駐車場は西八幡臨時駐車場です。申告期間中は大変混雑します
ので、できるだけ公共交通機関をご利用ください。

問：市民税課　電話：0463-21-8766・8767




市県民税の申告

　収入がない方も申告が必要です。確定申告をする方や、収入が給与だけで勤務先が市に給与支払報告書を提出する方は必要ありません。

　市役所本館①2月15日（月）までの平日、午前8時30分～午後5時。7階707窓口市民税課②16日（火）～3月15日（火）の平日、午前8時30分～午後4時（提出だけは午後5時まで）。1階多目的スペース。

　②では、給与や年金だけの方などの簡易な所得税の申告も受け付けます。




所得税の確定申告の会場

　確定申告の全般、住宅借入金などの特別控除の申告・相談、国外所得、営業・農業などの事業所得や不動産所得などがある方、外国籍の方、亡くなった方の準確定申告など。2月8日（月）～3月15日（火）の平日と2月21日・28日の日曜日、午前8時30分～午後4時（提出だけは午後5時まで。相談は午前9時～午後5時）。ラスカ平塚（宝町1-1）6階ラスカホール。




年金所得者の申告

　公的年金の収入が400万円以下で、公的年金以外の所得が20万円以下の場合、所得税の確定申告は不要です。ただし、医療費控除・社会保険料控除・生命保険料控除・扶養控除などを追加して申告することで、所得税の還付を受ける方、平成28年度市県民税が減額となる方は、所得税または市県民税の申告が必要です。




公民館でも受け付けます

　内容は市役所本館1階多目的スペースと同じです。

　午後1時30分～4時、城島（小鍋島271-1）2月1日（月）・豊田（南豊田366-1）2日（火）・岡崎（岡崎3634）3日（水）・神田（田村3-12-5）5日（金）・金田（入野108-1）8日（月）・金目（南金目966）9日（火）・吉沢（上吉沢395）10日（水）。

　午前9時30分～正午、旭北（河内440）2月4日（木）




申告に必要なもの

　①印。認め印でもできます②所得を証明できる、給与や公的年金の源泉徴収票の原本など③国民健康保険税・後期高齢者医療保険料・介護保険料などの納付額が分かるもの④生命保険料・地震（旧長期損害）保険料の控除証明書⑤医療費の領収書。合計額をあらかじめ計算し、領収書を入れる封筒などは各自で用意してください⑥平成27年中にした控除対象となる寄付金の領収書⑦事業所得・不動産所得がある方は、収入の分かる収支内訳書と帳簿など⑧還付申告の方は本人名義の銀行口座が分かるもの、など。




住宅借入金などの特別控除

　住宅借入金などの所得税の特別控除を受ける方は、3月15日までに、確定申告してください。期限を過ぎると市県民税の控除が受けられない場合があります。




確定申告書の事前送付を廃止

　確定申告書をパソコンで作成した方のうち、平成27年分も申告が必要と思われる方には、申告書の代わりに、はがきなどで申告書の作成に必要な情報をお知らせします。

問：平塚税務署　電話：0463-22-1400




納付額を1月中に通知します

　①国民健康保険税②後期高齢者医療保険料③介護保険料を納付書や口座振替で納めた方に、昨年1年間の納付額を郵送でお知らせします。

　年金からの天引きだけの方は、日本年金機構などから届く公的年金などの源泉徴収票をご利用ください。

問：①は保険年金課保険税担当　電話：0463-21-8775②は同課後期高齢者医療担当　電話：0463-21-9768③は介護保険課　電話：0463-21-8790へ。




障がい者控除対象者の認定書

　認定を受けた65歳以上の本人とその扶養者は、障がい者手帳などがなくても、確定申告で障がい者控除を受けられます。申請方法など、詳しくはお問い合わせください。

　次のいずれかに該当する方①要介護1～5で、障がい高齢者の日常生活自立度がB1以上②要介護・要支援認定があり、認知症高齢者の日常生活自立度が3以上。平成26年分以前にさかのぼる場合は基準が異なります。

問：高齢福祉課　電話：0463-21-9622




事業用償却資産の申告

　固定資産税の事業用償却資産は2月1日（月）までに、マイナンバーの分かる書類を持って、本館7階の固定資産税課に申告してください。

　1月1日現在、減価償却費が所得の計算上、損金または必要経費として算入される、土地・家屋を除く、構築物・機械装置などの市内の事業用償却資産が対象です。

問：固定資産税課　電話：0463-21-8768



お知らせ




紅谷パールロード暫定駐輪スペースの改修工事


　2月1日（ 月）～3月31日（木）に工事をします。工事中は利用台数が制限されますので、満車の場合は駅西口第1駐輪場（紅谷町7）など、他の駐輪場をご利用ください。

問：交通政策課　電話：0463-21-9840



ちゅうおうFESTA


　中央公民館の利用団体が、芸能発表などをします。

　1月30日（土）・31日（日）、午前9時～午後5時（31日は午後4時まで）。中央公民館。

問：中央公民館　電話：0463-34-2111



防災講演会


　「知ってください、私たちの自主防災活動」をテーマにパネルディスカッションをします。

　1月23日（ 土）午後1時開場。中央公民館。市内在住・在勤・在学の方650人（当日先着順）。

問：災害対策課　電話：0463-21-9734



広報ひらつかへご意見を


　広報ひらつかをより良くするため、市ウェブでアンケートをしています。広報ひらつかに掲載している特集やお知らせなどの満足度をお知らせください。アンケートの結果は、質の高い広報紙づくりの参考にします。

問：秘書広報課　電話：0463-21-8761



文化財を大切に


　1月26日（火）は文化財防火デーです。市内の文化財を火事や自然災害から守るため、文化財が、防火基準に合っているかなどを調査します。

問：社会教育課　電話：0463-35-8124



宝くじ助成金で機材を整備


　めぐみが丘自治会が、自治総合センターの宝くじ助成金で、イベント用機材を整備しました（次写真）。

　自治総合センターは宝くじの収益金で、さまざまなコミュニティー活動を応援し、助成事業を進めています。助成を希望する団体はお問い合わせください。

問：協働推進課　電話：0463-21-9618

[image: イベント用機材を整備]



放課後児童クラブの2次受け付け


　4月に放課後児童クラブへ入所を希望する方を受け付けます。応募方法など、詳しくは市ウェブをご覧ください。

問：青少年課　電話：0463-32-7029



企画展「平和への道」


　東海大学の創立者、松前重義氏の国際活動を紹介します。

　8月7日（日）まで、午前10時～午後5時（入館は午後4時30分まで）。日曜・祝日・大学の休校日は休館。東海大学湘南キャンパス（北金目4-1-1）松前記念館。

問：東海大学松前記念館事務室　電話：0463-58-1211内線2135



湘南里川づくりフォーラム


　金目川水系の今後について講演などをします。

　1月24日（日）午前10時～午後3時30分。東海大学湘南キャンパス。200人（当日先着順）。

問：県湘南地域県政総合センター企画調整課　電話：0463-22-9186



花カフェを開きます



　お茶を楽しみながら、平塚産のバラやカーネーションを使ったフラワーアレンジメントが体験できます。

　2月11日（祝）午前10時30分～午後2時30分。旧横浜ゴム平塚製造所記念館。40人（当日先着順）。500円。

問：農水産課　電話：0463-35-8103

[image: 花カフェ]







相模人形芝居大会



 伝統ある人形芝居を、市内の前鳥（さきとり）座など五つの団体が披露します。

　2月11日（祝）午前11時30分開場。南足柄市文化会館（南足柄市関本415-1）。

問：南足柄市文化スポーツ課　電話：0465-73-8062


[image: 相模人形芝居大会]

壺坂観音霊験記（つぼさかかんのんれいげんき）（前鳥座）





4月1日からごみなどの処理手数料が変わります



　より適切な利用者負担で、ごみを処理するために、処理手数料などを改定します。詳しくは市ウェブでご確認ください。

問：循環型社会推進課　電話：0463-21-8796

[image: 処理手数料] 







個人番号カードは臨時窓口で本人にお渡しします


　個人番号（マイナンバー）カードを申請した方へ、受け取りのお知らせを順次送ります。お知らせが届きましたら、必要書類を持って、本館3階の個人番号カー
ド交付臨時窓口で、申請者本人が受け取ってください。

　問：市マイナンバーコールセンター　電話：0570-020-678



健康と福祉


応募方法の詳細は「応募方法」ページへ



小児医療費助成の対象を中学校3年生まで拡大


　4月から通院の医療費助成の対象を中学校3年生まで広げます。　

　現在、小学校6年生の方、中学校1・2年生で小学校6年生まで医療証を持っていた方で、所得制限未満の方には3月下旬に新しい医療証を送ります。中学校1・2年生で、これまで市の医療助成を申請したことのない方へは申請書を2月中旬までに送ります。

　生活保護や重度障がい者の医療費助成など、他の医療費助成を受けている方は対象外です。小学校1年生以上は所得制限があります。

問：こども家庭課　電話：0463-21-9844



（仮称）市健康づくり推進条例への意見を募集


　市民の健康づくりに関する施策を進め、市民・地域団体・事業者との協働で健康長寿の実現を目指す条例です。

　案の内容は1月15日（金）～2月15日（月）に、図書館や公民館、市ウェブなどで閲覧できます。

募：意見・必要事項（団体の場合は団体名と代表者名も）を、郵送・ファクス・メールまたは直接、1月15日～2月15日に、健康課　電話：0463-55-2111　FAX：55-2139　メール：kenko@へ。



介護保険の臨時認定調査員を募集


　被保険者宅などを訪問して、介護認定調査をします。

　採用は4月上旬。月5～10日、午前9時～午後4時。時給1640円。雇用期間は6カ月以内で、1カ月以上の中断期間を挟み、平成29年3月31日まで更新する場合もあります。

　介護支援専門員の資格がある方18人（選考）。2月16日（火）、本館3階309会議室で面接します。

募：本館2階の介護保険課　電話：0463-21-8790で1月15 日（金）から配る申込書と、資格証明書の写しを、本人が直接、29日（ 金）～2月5日（ 金）の平日、午前8時30分～午後5時に、同課へ。



がん検診はお早めに


　大腸がん検診は2月28日（日）、子宮頸がん・乳がん検診は29日（月）までです。

　がん検診無料クーポンをお持ちの方は、早めに受診してください。期限前でも定員になった場合は受け付けを終了します。申し込み方法などは郵送したお知らせや市ウェブでご確認ください。

問：健康課　電話：0463-55-2111



こくほの健診・健康診査は2月末まで


　次に該当する方でまだ受診していない方は、早めに受診してください。

　①③～⑤は3月
31日時点の年齢です。①国民健康保険に加入している40歳以上②後期高齢者医療制度に加入している③生活保護を受けている40歳以上④過去に肝炎ウイルス検査を受けたことがない40歳以上⑤成人歯科検診対象の40・50・60・70歳、の方。

問：①は保険年金課　電話：0463-21-8776②～⑤は健康課　電話：0463-55-2111へ。



ボランティア講座


　先着順。

災害ボランティアコーディネーター養成　災害ボランティアコーディネーターは被災者とボランティア希望者の間に立つ調整役です。必要な知識や技術を学び、災害時ボランティアネットワークセンターで活動する人を養成します。1月30日・2月6日の土曜日、全2回、午前10時～午後4時30分。平塚栗原ホーム（立野町31-20）。市内在住・在勤・在学で2回とも参加できる方30人。

平日ボランティアスクール　ボランティア活動の基礎知識を学びます。団体の活動紹介などもあります。1月29日～3月4日の金曜日、全6回、午後1時30分～4時。教育会館・旧横浜ゴム平塚製造所記念館。市内在住・在勤・在学の方32人。

募：電話または直接、1月18日（月）午前9時から、社会福祉協議会　電話：0463-51-6133へ。



認知症サポーター養成講座


　正しい知識や対応方法を学び、認知症への理解を深めませんか。

　2月12日（金）午後1時30分～3時。平塚栗原ホーム。市内在住・在勤の方50人（先着順）。筆記用具・飲み物。

募：電話で、高齢者よろず相談センターゆりのき　電話：0463-33-2334へ。



成年後見制度の講演会


　「意思決定支援と成年後見制度」がテーマです。

　2月25日（木）午前10時～正午。勤労会館。市内在住・在勤の方120人（先着順）。

募：必要事項を、電話・ファクスで、成年後見利用支援センター　電話：0463-35-6175　FAX：63-3377へ。



住宅改修の受領委任払制度の事業者向け説明会


　2月12日（金）午後4時～5時30分。本館7階710会議室。介護保険制度が適用される住宅改修で、新たに受領委任払制度の登録を希望する事業者。

募：電話で、2月3日（水）までに、介護保険課　電話：0463-21-8790へ。



健康推進員と一緒に歩こう


　東海道平塚宿跡を巡ります。

　2月9日（火）午前9時～午後0時30分。当日午前7時ごろの横浜の降水確率が50パーセント以上の場合は10日（水）に延期。10日も50パーセント以上の場合は中止。総合公園野外ステージ集合・解散。約7.5キロメートル。飲み物・タオル・帽子・雨具・お持ちの方は歩数計。

問：健康課　電話：0463-55-2111



わかちあい交流会


　大切な方を自死で亡くされた方の集いです。参加者がお互いのプライバシーを尊重して、気持ちを語り合います。

　2月4日（木）午後2時～4時。旧横浜ゴム平塚製造所記念館。

問：福祉総務課　電話：0463-21-8779



サロンハッピーひだまり


　視覚障がいのある方の集いです。情報交換などをします。

　2月13日（土）午前10時～午後3時。平塚栗原ホーム。市内在住の視覚障がいのある方20人（先着順）。送迎を利用する方1500円、送迎を利用しない方500円、同伴者は1000円。

募：電話で、社会福祉協議会　電話：0463-51-6133へ。



食品衛生責任者の講習会


　3月16日（水）午後2時～4時。中央公民館。平塚市・大磯町・二宮町で、食品を取り扱う施設の食品衛生責任者。筆記用具・食品衛生責任者手帳・受講票。詳しくは、平塚保健福祉事務所ウェブをご覧ください。

問：平塚保健福祉事務所食品衛生課　電話：0463-32-0130



日赤救急法講習会


　3月13日（日）正午～午後4時。勤労会館。抽選。

①日赤救急法基礎　心停止の一次救命処置を学びます。中学生を除く15歳以上の方20人。1500円。

②日赤健康生活支援講習支援員の資格継続研修　資格があり、認定証の有効期限が1年未満の方20人。400円。

募：①は講習会名・開催日・必要事項・生年月日を、はがきで②は講習会名・開催日・必要事項・生年月日・以前に取得した認定証の写し（両面）を、郵送で、2月12日（金）までに、福祉総務課　電話：0463-21-9862へ。認定証を紛失した場合は事前に日赤神奈川県支部　電話：045-681-2123で再発行の手続きをしてください。





[image: 菓子展示会]


　趣向を凝らした和菓子を展示・販売します。2月11日（祝）～15日（月）、午前10時～午後6時。市民プラザ。12日（金）～14日（日）は実演もあります。

和菓子教室　13日（土）・14日、午前11時と午後2時30分。各30人（先着順）。

　電話で、御菓子司たかはし　電話：0463-31-5408へ。

[image: 菓子展示会]






[image: 子どもの健康2月]



　会場は保健センターです。母子健康手帳をお持ちください。詳細は、市ウェブをご覧ください。

問：健康課　電話：0463-55-2111





◆母親父親教室

★妊娠中の過ごし方や歯の衛生など。　6日（土）午後1時30分～3時30分。妊婦とその家族。

★お産の進み方と産後の過ごし方など。　15日（月）午後1時30分～3時15分。妊娠8カ月以降の方とその家族。

★プレママ＆パパ　クッキング教室（予約制）　妊娠中の食事の工夫や調理実習など。　6日（土）午前10時30分～午後0時30分。妊婦とその家族。






◆乳児の個別健康診査

　実施医療機関へ直接お申し込みください。4カ月児・8～10カ月児。実施医療機関の一覧表は、市ウェブまたは保健センターにあります。





◆歯科健康診査（予約制）

　10日（水）午後1時～2時30分、4日・18日の木曜日、午前9時～10時30分。2歳1カ月児～2歳6カ月児。





◆育児相談

　身体計測や歯の衛生など。　3日・10日・17日の水曜日、午前9時30分～10時30分。





◆すくすく子育て教室（予約制）

　赤ちゃんの病気と育児、ふれあい遊びの紹介など。　17日（水）午後1時30分～3時。5～6カ月児。





◆歯っぴい　はみがき教室（予約制）

　9日（火）午前10時～11時。8～12カ月児。歯みがき準備期編。






◆母親父親教室

★5～6カ月児　23日（火）午後1時30分～2時40分。

★7～8カ月児　5日・26日の金曜日、午後1時30分～3時。

★9カ月児～1歳6カ月児　19日（金）午前10時30分～11時30分。








児童用ヘルメットを購入しませんか


　13歳未満の子どもが自転車に乗るときは、ヘルメットの着用が義務付けられています。消費生活用製品の安全性を保証するSGマーク付きのヘルメットの購入に助成金が出ます。

　子ども1人につき1個1,000円まで。市内在住で、購入時に13歳未満の子どもの保護者。

　免許証や保険証などの住所・氏名・子どもの生年月日が確認できる身分証明書を持って、事業協力店などにある申請書を、直接、3月31日（木）までに、店に提出してください。事業協力店など詳しくは、まちづくり財団ウェブをご覧ください。

問：まちづくり財団総務施設課　電話：0463-35-8108



駅前広場地下道の広告板利用者を募集


　平塚駅北口の駅前広場地下道の広告板に広告を掲載しませんか。

　48 カ所（先着順）。縦0.84 メートル×横1.74メートル。掲載場所により使用料が5段階に分かれます。年額8万4,000円～14 万4,000円。

　使用期間は4月1日～平成29 年3月31日。原則として年間使用ですが、月単位でも使用できます。詳しくはお問い合わせください。

募：本館6階の土木総務課　電話：0463-21-9847や市ウェブにある申請書を直接、2月8日（月）から、同課へ。


[image: 駅前広場地下道]

歩行者にPRできます


スポーツ


応募方法の詳細は「応募方法」ページへ



ひらつかサン・ライフアリーナを無料開放


　2月9日（火）午前9時～午後5時。卓球10台・バドミントン2面（当日先着順）。運動用具。

問：馬入ふれあい公園管理事務所　電話：0463-25-0011



ひらつかスポーツナビに登録しませんか


　市内のスポーツ情報をまとめたウェブサイトです。登録すると団体専用ページでイベントの紹介などができます。

　市内で活動するスポーツ団体150団体（先着順）。

募：ひらつかスポーツナビウェブなどにある利用申請書に必要書類を添えて、郵送または直接、1月15日（金）から、〒254-0074大原1-1バッティングパレス相石スタジアムひらつか内のスポーツ課　電話：0463-31-3060へ。



ボウリング教室


　プロボウラーが指導します。

　神奈中平塚ボウル（宝町10-4）。各全6回。先着順。6480円①1月25日～2月29日の月曜日、午後7時～8時30分。8人②1月28日～3月3日の木曜日、午前10時30分～午後0時30分。20人。

募：電話または直接、神奈中平塚ボウル　電話：0463-23-3786へ。




[image: 湘南百番寄席入船亭扇辰（せんたつ）独演会]



　3月19日（土）午後5時開場。市民センター。

　チケットは1月15日（金）午前10時から、市民センターの文化事業課　電話：0463-32-2237、中華百番　電話：22ー1550で販売。前売り券2,500円・当日券3,000円。電話予約は同課へ。

問：まちづくり財団文化事業課　電話：0463-32-2237

[image: 入船亭扇辰（せんたつ）]








お知らせ掲示板



　掲載は、広く市民に開放されている、市内で開く発表会や展示会など、事前応募の必要がないイベントに限ります。サークル・団体などの会員や受講者の募集はできません。申込者や申し込み団体の代表者が、市内在住の場合に限ります。

受け付け期間は、掲載希望月の2カ月前の1日～月末最終日です。なお月末最終日が休庁日の場合は、それ以降市役所が最初に開庁する日の午後5時までです。

募：本館4階の秘書広報課　電話：0463-21-8761　FAX：21-9613　メール： kohohira@や市ウェブにある申込書を、郵送・ファクス・メールまたは直接、同課へ。





28年度の広告を募集します



　広告は広告主が作成し、作成費用は自己負担です。詳細は市ウェブをご覧ください。

広報ひらつか広告

　発行部数は約11万4000部で、市内の全世帯にポスティングでお届けしています。

　掲載は毎月第3金曜日号の4～7面など。8枠。掲載位置は選べません。

　平成28年度分から、広告掲載料を改定します。

[image: 広告費一覧]





市ウェブのバナー広告

　1カ月当たり約50万件のアクセスがある市の公式ウェブサイトにバナー広告を掲載してPRしませんか。

　市ウェブのトップページ下段。14枠。1カ月単位で掲載できます。月額1枠当たり3万円、年度をまたがない場合は継続6カ月以上で2万7000円、継続12カ月で2万4000円。バナー画像は、縦60ピクセル×横120ピクセルなどの基準があります。

　本館4階の秘書広報課　電話：0463-21-8761や市ウェブにある掲載申込書を、郵送または直接、2月19日（金）までに、同課へ。





[image: まちの話題写真リポート]




新しい年の幕開け

　初日の出を見る会が1月1日早朝、湘南ベルマーレひらつかビーチパーク by shonanzoenでありました。

　東の空を明るく染めながら太陽が昇ると、訪れた人からは歓声が上がり、浜辺は新年を祝う和やかな雰囲気に包まれました。


[image: 新しい年の幕開け]






みんな一つに

　みんなで楽しもうかいが12月13日、青少年会館であり、平塚で暮らす外国籍の方と交流しました。参加者はゴスペルの演奏などを楽しんでいました。

[image: みんなで楽しもうかい]






体験型の歳末祭

　真剣な表情で、ろうそくに火をともす参加者。

　12月12日、森の歳末祭がびわ青少年の家であり、キャンドルファイヤーや野菜の収穫、クリスマスリース作りなどのイベントに75人が参加しました。


[image: 野菜の収穫け]



[image: ろうそくに火をともす参加者]






浜辺を彩る光

　海岸にハートマークの光……クリスマスビーチフェスタが12月19日・20日・23日に湘南ベルマーレひらつかビーチパーク by shonanzoenでありました。イルミネーションの光が冬の浜辺を彩りました。

[image: クリスマスビーチフェスタ]







未来の棋士に

　湘南ひらつか子ども囲碁大会が12月13日、勤労会館でありました。囲碁文化の発展のため、中学生以下を対象に開いている同大会。102人が参加し、互いの腕を競い合いました。

　対局後は、審判長を務めた平塚出身の棋士、金沢真七段に質問するなど、子どもたちは真剣に囲碁に取り組んでいました。


[image: 動画を見る]



[image: 湘南ひらつか子ども囲碁大会]




竹を使ってたこ作り

　子ども竹細工教室が12月19日、青少年会館でありました。竹文化の普及とボランティア活動に取り組む竹遊会の方らが講師を務めました。

　熱心にたこ作りに挑戦した子どもたちは「細かい作業だけど楽しい」「早くお正月に上げたい」など、笑顔で親や講師に話していました。

[image: 子ども竹細工教室]






[image: 落合克宏　市長こらむ]


町内福祉村が全国のモデルに



　日常生活の中で「ちょっとした手助けがほしい」「手助けをしたい」といった声に応える活動をする町内福祉村。市内で地域に根差した福祉村ですが、実は全国でも珍しい平塚市独自の取り組みです。平成11年2月に松原地区で初めて設立されました。現在、市内の25公民館区のうち16地区で活動しています。

　住民の皆さんは掃除や洗濯などの身近な生活支援をはじめ、おしゃべりや軽い体操をするサロンの開催など、共に支え合う活動を展開しています。一方、市は拠点の整備や活動費の援助、情報提供など住民が活動しやすい環境づくりを進めています。

　こうした町内福祉村の取り組みが、厚生労働省が作成した介護予防・日常生活支援総合事業ガイドラインで、モデルケースとして紹介されています。このガイドラインは平成27年4月の介護保険制度改正に伴い作成されました。

　この改正は、住民同士の支え合いによる介護予防活動の仕組みづくりなど「互助の拡充」を一つのねらいとしています。平塚市には住民同士の支え合いの仕組みとして、町内福祉村があったため、全国のモデルケースとして取り上げられることになりました。

　制度改正による事業は平成29年度までに実施するよう求められていますが、平塚市は、一足早くこの1月から順次始めていくこととしました。まず、介護事業者が提供していた介護予防給付サービスのうち、家事援助などのサービスを1月から生きがい事業団が、3月から町内福祉村が始めます。

　これにより、利用者の選択の幅が広がり、費用負担の軽減も期待されます。また、町内福祉村の一部事業が介護サービスとして位置づけられることで、国県の補助対象ともなります。

　今後も、それぞれの地域の実情に応じた多様なサービスを順次提供し、高齢者がいきいきと暮らせるまちづくりを進めていきます。




[image: 町内福祉村サロン　手芸]

町内福祉村のサロンでは、地域の方が手芸などの活動をしています






次回納期の市税・手数料



　納付には、便利な口座振替をご利用ください。市内の金融機関の支店などで、申請できます。

①国民健康保険税（第8期）

②後期高齢者医療保険料（第7期）

③介護保険料（第8期）

④清掃し尿従量手数料（第10期）

　納期最終日　2月1日（月）

問：①保険年金課　電話：0